
担当者： （ 医師 ）

本研究の目的

高齢者で両肩の痛み、挙上困難で来院した場合、リウマチ性多発筋痛症と診断した場合でも、
関節リウマチ移行例や合併症例が少数にみられます。その場合関節破壊が進行するケースが
あり、RAを含めた精査加療が必要になります。当院での症例集積研究を行うことが目的です。

調査データの該当期間
・研究実施期間：承認日から令和6年10月31日
調査データの該当期間：平成28年11月1日から令和3年10月31日

研究の方法（対象となる方）

2016年11月以降、両肩痛、挙上困難で肩専門外来あるいは関節リウマチ専門外来を受診した
50歳以上の患者について検討します。

備考

研究の方法（使用する情報）

・患者背景：患者イニシャル、性別、生年月日　手、四肢のレントゲン、血液検査（抗CCP抗体、RA因子、
MMP-3,CRP,血沈など)

試料／情報の他機関への提供 該当なし

個人情報の取り扱い
使用する情報から氏名や住所等の対象者を直接特定できる個人情報は削除いたします。 ま
た、研究成果は学会等で発表を予定していますが、その際も対象者を特定できる個人情報は
使用いたしません。

本研究の資金源（利益相反） 本研究に関連し、開示すべき利益相反はありません。

相談・問い合わせ・苦情
電話：0766-52-6841（整形外科直通電話）

太田　悟

真生会富山病院を受診された患者の皆さま

研究課題名 肩・関節リウマチ専門外来を受診したリウマチ性多発筋痛症症例の関節リウマチへの 移行・合併例についての検討

当院の研究責任者（所属）

他の研究機関および
各施設の研究責任者

該当なし

太田　悟

　当院は下記の研究を実施しています。この研究の対象者に該当する可能性のある方で、診療情報等を

研究目的に利用または提供することを希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。

（ ）真生会富山病院整形外科


